
（別紙４（２）） 事業所名 グループホーム あんずの里

目標達成計画 作成日： 平成 25 年 4 月 30 日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 40

3食とも併設の特養と同様に栄養課から食事提
供を受けている。
食事は、日常生活の中で重要であるため1食だ
けでも事業所で食事を作ることが大切である

職員と利用者が協力して事業所内で1食か
ら食事が作れる

・栄養課との調整
・手順の確認・職員との調整や学習会
・利用者様への嗜好調査
・朝食より調理を開始する
・再評価

６ヶ月

2 26

介護計画が身体介護計画中心となっている 理念の「その人らしく生き生き暮す」を具体
化させる、利用者の生活歴などを反映させ
た生活を楽しめる計画が作れる

・介護計画の学習
・センター方式アセスメントの再確認・再記入し
見再アセスメントを行う
・モニタリング方法の再検討を行う

１２ヶ月

3 10

ご家族の意見が十分聞き取れていない ご家族の声が施設運営に活かせる ・ご家族へのアンケートの実施
・意見の活用
・運営推進会議への多数のご家族へ参加依頼
する

１２ヶ月

4 4

地域住民や地元の関係者との繋がりが拡がっ
たり事業所の理解者や応援者をなお一層増や
したい

運営推進会議を通し地域との交流が深まる ・推進会議のメンバーに地域の方の参加してい
ただく方々を増やす働きかけ
・事業所の理解者を増やす
・ご家族へ運営推進会議会議録の送付

１２ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


